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研究雑話(137) 姿勢反射の発達とリズム運動の習熟(35)
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藤井力夫
触知覚の『能動性」、点字読み取りにみる継時処理。

前回は、書字や算術の世界に移行 標に関係する事柄で、前者は筆順、 し、そこでの能動性が触知覚を実現

するにあたっての視覚像の形成の間 後者は合成分解に飛躍をもたらすと しているものと理解できます。

題についてお話しました。書字では

「垂線」、算術では r4 Jのもつ意
味を強調しました。いずれも対向座

考えられます。対向座標をもたなけ 能動的に調べる器官.指腹部・触

れば分析的に認識できない左いう意 知覚 示指最先端 ・指腹部では 1ミ

味で、「視知覚の"受動性"Jとし クロン(!/lOOOmm)のへこみに反応

A、~絵・ {きつね} の指襖倣、年齢別達成割合。

尊厳 3 4 5 6 7 8 • 

左手I3 21 150 815 72 72 % 
右手 I3 17 60 73 78 87 " 

示術ー小繍圃有伸篇 (J. BERGES・11.LEZlNE : 19781 
B、指腹での感覚受容の仕組み日目速度、速さ、大きさ)。
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ました。今回は、 します。指紋の利点が効果る 2点識

「受動的」とさ 別闇値でも、一番は舌先の 1.1mmで

れる触覚が、意 すが、二番目は指腹部の2.2剛です。

外にも『能動的I 唇でも 6mm強ですから、指腹部の感

であるというこ 度は特別です。能動的に動かすこと

とをお話したい ができたからこそ発達したのでしょ

と思います。点 う。図B、パチニ小体、マイスネル

字読み取りでの 小体、 メノレケノレ板、自由神経終末は、

示指先端・指腹 各、皮膚変位の加速、速さ、大きさ、

部の機能です。 温度等の検出に関係しています。

手指の緊張具 点字の配列、縦3点積21')での継

古と指腹での感 時的読解 点字はどのように触読さ

覚情報:図Aは、 れるのか。畜字や算術で対向座標が

影絵・《きつね》 鍵となっただけに、触読方略は興味

の指模倣の年齢 深い問題です。点字は、直径 LG皿、

別 ・達成割合で 高さ O.4mm程度、点間隔・縦償各2.2

す。 チヨキ動作 m で、縦3点構2列の配列です。 ー

が6歳児の91% マス 6点ですが、上4点の座標関係

で可能でしたか が基本です.図C、1::2行は 「あ行」

ら(本稿 124)、 と『か行I、下2行は数字です。「か

B歳児右手で 行』は「あ行Jのプロッ トに左下の

87%というのは、 点を打ったものです。「さ行」以下、

本動作の難しさ 同じ要領で、左中 ・左下(た行)、

を証しています。 右下・ 左中(な行)、右下(は行)

主動筋は示指と 等とプロットして区別します。数字

小指の固有伸筋 は数特記号が前置されます。視覚で

で、これらに関 ないので、瞬時には把握できません。

係する深部感覚 「あ」で言えば、まず右上点を触知

の機能が問題で した後、次列3点で決まります。無

す。これらに代 ければ「あ」で、右卜点なら「かj、

表される筋感覚 右上点なら 「う」、右上点と右下点

の機能化が手触 なら r< J、と。触読は、予知的、
りの自由を保障 継時的、 二重の意味で能動的です。


